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３学期もよろしくお願いします。 

明けまして おめでとうございます。新年への期待を胸に、学校に子 

どもたちの明るく元気な姿が戻ってきました。３学期は３か月間と短い 

ですが、学年のまとめとなる大事な時期です。教職員一同、力を合わせ 

て頑張りますので、今学期もご支援・ご協力を、どうぞよろしくお願い 

いたします。 

ドッジボール大会を行いました。 

昨年１２月の業前の時間を活用して、ペア学年ごとに実施日を分け、学年ごとで学級対

抗ドッジボール大会を行いました。旭組･桜組は、同じ学年の交流学級に入って参加しま

した。結果は下の表のとおりでした。 

 今後も進んでボール運動に親しみ、運動好きな子どもたちに育ってほしいと思います。 

ドッジボール大会の結果 
 １位 ２位 ３位 

１年生 １組 ３組 ２組 

２年生 １組 ３組 ２組 

３年生 ３組 １組 ２組 

４年生 ２組 １・３組 － 

５年生 １組 ２組 ３組 

６年生 Ｃ組 Ｂ組 Ａ組 
※ １･２年生は男女同じチーム、３年生以上は男女別チームで実施 

しましたが、結果は男女合わせています。 

   ※ ６年生は、２クラスを３チームに分けて実施しています。 

学校評価アンケートについて 

本年度は新型コロナウイルス感染症予防のための制限が緩和されたなか、本校グランド

デザインを基に、授業や学校生活の指導を進めてまいりました。 

 令和５年度の本校教育活動を振り返るため、年度末アンケートを実施します。この結果

を、次年度に向けた改善を図る参考にしていきたいと考えていますので、ぜひご協力くだ

さいますようお願いいたします。 

本年度は、「なごやっこ安心メール」にてアンケートを実施します。本日、メール配信

をしています。ぜひご回答いただきますようお願いいたします。 

回答期限は、令和６年１月２１日(日)２３時です。 

 



キャリア教育を行いました 

 桜丘中学校のキャリアナビゲーターである藤村直之さんを講師に迎え、５年生がキャリ

ア教育を行いました。 

 ｢ジョハリの窓｣を教材とし、対人関係における｢開放の窓･秘密の窓･盲点の窓｣を知るこ

とで、自己理解を深めたり、自分と相手の認識の違いを理解したりと楽しく活動すること

ができました。 

 来年度より名古屋市ではキャリア教育が本格的に導入されます。旭丘小学校でも桜丘中

学校･明倫小学校と連携しながら、子どもたちが、自分自身の関心や社会との結びつきを

知ることができる機会をつくっていきたいと考えています。 

 

通級指導教室｢チェリッシュ｣の紹介 

旭丘小学校には発達障害通級指導教室｢チェリッシュ｣があります。自校･他校合わせて

現在２０名の児童がチェリッシュの教室に通って学習しています。今回は、チェリッシュ

の指導内容について簡単に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原因 

実態 

・ 眼の体操 
・ 視写プリント  
・ 眼から得た情報と動作の連携 
・ 模倣 

 

 

見るトレ 

 
・ 黒板の字をうまく写せない 
・ 漢字や図形の視写が苦手 
・ アンバランスな動きが多い 
・ 動きや手先が不器用 

  

 ・ 単語の聞き取り 
・ 物語を聞いて、質問に答える練習    

聞くトレ 
 

・ 話を聞き漏らしてしまう 
・ 聞き間違いが多い  

 

・ 感情を言語化する活動 
・ トラブルが起きやすい場面を想定したロ

ールプレイング 
・ ルールや決まりなどを視覚化・具体化し

たワークシート 

SST  
・ コミュニケーションが苦手 
・ 自分の考えや思いを伝えることが苦手 
・ 相手の気持ちや周りの雰囲気を察する 
ことが苦手 

 
 
・ 授業開始から５分程度、最近の楽しかったことや心配なことなどの話をします。 
・ 誰が、いつ、どこで、誰と、何を、どうした、などの要点をまとめて話します。 
・ 質問をしたり、質問に答えたりして、会話の練習をします。               

お話しタイム 

(ソーシャルスキルトレーニング) 

児童の困り感 

・ 学習に集中できない 
・ 友達と仲良くしたいのに、どうしたら 
 よいかわからない 
・ 整理整頓が苦手 
・ 黒板の字をノートにうまく写せない 
・ 漢字や図形の認識ができない 
・ 先生や友達に自分の気持ちを伝えられな 
い。 

 

学習が遅れがちだから
といって、その学習の補
充をするのではなく、児
童が抱える困り感の原因
を考え、その困り感を改
善するために個別指導を
行います。 

通級指導 


